
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】漏水チェック中に調圧弁が故障しても内視鏡の

内部圧力が規定値を超えた場合、エアポンプの駆動を停

止して内視鏡に過大な圧力がかかるのを防止して内視鏡

の破損を防止する。

【解決手段】内視鏡洗浄装置Ａの洗浄槽ａに貯えられた

水中に内視鏡Ｂを浸漬し、該内視鏡内部にエアポンプ１

からの圧力エアーを送り込んで内視鏡の破損をチェック

する漏水検知装置において、上記圧力エアーの送気管路

２に設けた調圧弁５の吐出側管路に圧力センサー６を配

設し、該圧力センサー６の異常信号を入力した制御部７

は、エアポンプ１の停止指令信号とブザー８の警報発生

指令信号を出力するよう回路構成した。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 Ａ の 洗 浄 槽 ａ に 貯 え ら れ た 水 中 に 内 視 鏡 Ｂ を 浸 漬 し 、 該 内 視 鏡 内 部
に エ ア ポ ン プ １ か ら の 圧 力 エ ア ー を 送 り 込 ん で 内 視 鏡 の 破 損 を チ ェ ッ ク す る 漏 水 検 知 装 置
に お い て 、 上 記 圧 力 エ ア ー の 送 気 管 路 ２ に 設 け た 調 圧 弁 ５ の 吐 出 側 管 路 に 圧 力 セ ン サ ー ６
を 配 設 し 、 該 圧 力 セ ン サ ー ６ の 異 常 信 号 を 入 力 し た 制 御 部 ７ は 、 エ ア ポ ン プ １ の 停 止 指 令
信 号 と ブ ザ ー ８ の 警 報 発 生 指 令 信 号 を 出 力 す る よ う 回 路 構 成 し た 事 を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の
漏 水 検 知 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 制 御 部 ７ は 、 圧 力 セ ン サ ー ６ か ら の 信 号 を 変 換 し て 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 Ａ の 上 面 パ
ネ ル に 設 け た 表 示 部 ９ に エ ア 圧 力 値 を デ ジ タ ル 表 示 す る 事 を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 内
視 鏡 の 漏 水 検 知 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 考 案 は 、 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 に 設 置 さ れ て い る 漏 水 検 知 装 置 の 改 良 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 に は 、 内 視 鏡 外 皮 の 破 れ や ピ ン ホ ー ル 等 の 有 無 を チ ェ ッ ク す
る 検 知 機 能 が 組 み 込 ま れ て い る 。 そ の 検 知 手 段 の 一 例 と し て 、 内 視 鏡 を 洗 浄 消 毒 す る 前 に
洗 浄 槽 に 貯 え ら れ た 水 中 へ 内 視 鏡 を 浸 漬 し 、 当 該 内 視 鏡 の 漏 水 チ ェ ッ ク ポ ー ト と エ ア ポ ン
プ か ら の 圧 力 エ ア ー を 送 気 す る 送 気 管 と を 気 密 に 接 続 し て 、 内 視 鏡 の 内 部 管 路 へ 圧 力 エ ア
ー を 供 給 し 、 内 視 鏡 か ら 泡 の 発 生 が 有 る か 否 か で 漏 水 （ 内 視 鏡 へ の 浸 水 ） の 有 無 を 検 出 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 上 記 漏 水 チ ェ ッ ク 中 に お い て 、 内 視 鏡 の 内 圧 が 規 定 値 を 超 え る こ と の な い よ う
、 上 記 圧 力 エ ア ー の 送 気 管 路 系 に エ ア ー の 逃 し 手 段 、 例 え ば オ リ フ ィ ス と か 調 圧 弁 を 設 け
て 内 視 鏡 に 過 大 な 圧 力 が 加 わ ら な い よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 調 圧 弁 が 故 障 し た り 、 も し く は 調 整 不 良 だ っ た り 或 は オ リ フ ィ ス の 細 径 部 に
異 物 等 が 詰 ま っ た り し て 逃 し 機 能 を 果 た さ な い 場 合 、 駆 動 し 続 け る エ ア ポ ン プ に よ っ て 内
視 鏡 を 膨 出 さ せ て 強 度 劣 化 を 齎 し た り 、 場 合 に よ っ て は 破 損 に 至 る 事 故 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ７ ０ ８ ７ ７ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 考 案 は 上 述 し た 点 に 鑑 み 、 漏 水 チ ェ ッ ク 中 に お け る 内 視 鏡 の 損 傷 事 故 を 未 然 に 且 つ
確 実 に 防 止 す る 漏 水 検 知 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 に 係 る 内 視 鏡 の 漏 水 検 知 装 置 に お い て は 、 内 視 鏡 洗 浄
装 置 Ａ の 洗 浄 槽 ａ に 貯 え ら れ た 水 中 に 内 視 鏡 Ｂ を 浸 漬 し 、 該 内 視 鏡 内 部 に エ ア ポ ン プ １ か
ら の 圧 力 エ ア ー を 送 り 込 ん で 内 視 鏡 の 破 損 を チ ェ ッ ク す る 漏 水 検 知 装 置 に お い て 、 上 記 圧
力 エ ア ー の 送 気 管 路 ２ に 設 け た 調 圧 弁 ５ の 吐 出 側 管 路 に 圧 力 セ ン サ ー ６ を 配 設 し 、 該 圧 力
セ ン サ ー ６ の 異 常 信 号 を 入 力 し た 制 御 部 ７ は 、 エ ア ポ ン プ １ の 停 止 指 令 信 号 と ブ ザ ー ８ の
警 報 発 生 指 令 信 号 を 出 力 す る よ う 回 路 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 尚 、 前 記 制 御 部 ７ は 圧 力 セ ン サ ー ６ か ら の 信 号 を 変 換 し て 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 Ａ の 上 面

10

20

30

40

50

(2) JP 3109201 U 2005.5.12



パ ネ ル に 設 け た 表 示 部 ９ に エ ア 圧 力 値 を デ ジ タ ル 表 示 す る 事 を 特 徴 と す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 考 案 に 係 る 内 視 鏡 の 漏 水 検 知 装 置 は 上 記 の よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 内 視 鏡 の 内
部 に 送 り 込 ま れ る エ ア ー の 圧 力 調 整 手 段 が 、 故 障 そ の 他 の 原 因 で た と え 作 動 し な く て も 、
規 定 圧 を 超 え た 場 合 は エ ア ポ ン プ の 駆 動 を 停 止 さ せ て し ま う た め 、 高 価 な 内 視 鏡 の 破 損 事
故 が 未 然 に 防 止 で き る 。 又 、 エ ア ポ ン プ の 駆 動 停 止 と 同 時 に ブ ザ ー に よ り 警 告 音 を 発 す る
た め 、 作 業 者 は 逸 早 く 察 知 し そ の 処 理 に 迅 速 に 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 尚 、 漏 水 チ ェ ッ ク 中 内 視 鏡 内 部 の 圧 力 値 が 常 時 表 示 部 に よ っ て デ ジ タ ル 表 示 さ れ る た め
作 業 者 は 安 心 し て 作 業 す る こ と が 出 来 る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 考 案 を 付 図 実 施 例 に よ り 説 明 す る 。 符 号 Ａ は 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 で 、 図 は そ の
上 面 部 分 を 示 し 、 Ｂ は 洗 浄 槽 ａ 内 に 巻 回 し セ ッ ト さ れ る 内 視 鏡 で あ る 。 上 記 内 視 鏡 洗 浄 消
毒 装 置 Ａ に よ る 洗 浄 消 毒 の 作 業 工 程 に 入 る 前 に 行 わ れ る 漏 水 チ ェ ッ ク 時 は 、 洗 浄 槽 ａ に 貯
え た れ た 水 中 内 に 上 記 内 視 鏡 Ｂ は 水 没 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 又 、 １ は 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 Ａ に 組 み 込 ま れ る エ ア ポ ン プ で 、 該 エ ア ポ ン プ に よ っ て 圧
送 さ れ る 圧 力 エ ア ー は 、 送 気 管 路 ２ を 通 っ て 前 記 洗 浄 槽 ａ の 上 壁 面 に 取 り 付 け た カ プ ラ ３
へ 供 給 さ れ る 。 こ の カ プ ラ ３ と 内 視 鏡 Ｂ の 漏 水 チ ェ ッ ク ポ ー ト の 口 金 ｂ と の 間 を コ ネ ク タ
付 の 送 気 チ ュ ー ブ ４ で 気 密 に 接 続 し て 漏 水 チ ェ ッ ク 用 の 圧 力 エ ア ー を 内 視 鏡 Ｂ の 内 部 管 路
へ 送 り 込 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 は 、 前 記 送 気 管 路 ２ の 途 中 に 調 圧 弁 ５ を 設 け る と 共 に 該 調 圧 弁 ５ の 吐 出 側 の 送 気
管 路 に 圧 力 セ ン サ ー ６ を 設 置 す る 。 調 圧 弁 ５ の 吐 出 側 は 内 視 鏡 Ｂ と 直 結 し て い る 為 、 上 記
圧 力 セ ン サ ー ６ は 実 際 に は 内 視 鏡 Ｂ の 内 部 圧 力 を 検 知 し て い る に 等 し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 圧 力 セ ン サ ー ６ か ら 発 信 さ れ る 検 知 信 号 は 、 制 御 部 ７ に 入 力 さ れ る 。 当 該 制 御 部 ７
は 圧 力 セ ン サ ー ６ か ら 異 常 信 号 を 受 け る と エ ア ポ ン プ １ と ブ ザ ー ８ に 異 常 の 出 力 信 号 を 送
信 す る よ う 回 路 構 成 さ れ て い る 。 又 、 制 御 部 ７ は 圧 力 セ ン サ ー ６ か ら の 信 号 を 変 換 し て 、
内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置 Ａ の 上 面 パ ネ ル に 設 け た 表 示 部 ９ に エ ア ー の 圧 力 値 を デ ジ タ ル 表 示 す
る 信 号 を 常 時 発 信 す る よ う 回 路 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 而 し て 、 前 記 調 圧 弁 ５ が 正 常 に 動 作 し て い れ ば 、 該 調 圧 弁 ５ を 介 し て 規 定 値 以 上 の 圧 力
は 自 動 的 に 外 部 に 排 出 さ れ る の で 、 内 視 鏡 Ｂ は 何 等 ダ メ ー ジ を 受 け る 恐 れ は な い が 、 本 考
案 で は た と え 調 圧 弁 ５ が 故 障 し た と し て も 、 内 視 鏡 管 路 内 に 送 り 込 ま れ た エ ア ー の 圧 力 が
規 定 値 を 超 え る と 、 圧 力 セ ン サ ー ６ か ら の 異 常 信 号 を 受 け て 制 御 部 ７ は 、 エ ア ポ ン プ １ の
駆 動 を 停 止 さ せ る 停 止 指 令 の 信 号 を 即 座 に 発 信 し て エ ア ポ ン プ を 停 止 さ せ る 結 果 、 高 価 な
内 視 鏡 の 破 損 が 未 然 に 且 つ 確 実 に 免 れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 又 本 考 案 は 、 上 記 エ ア ポ ン プ 駆 動 停 止 信 号 と 同 時 に ブ ザ ー ８ の 警 報 発 生 指 令 信 号 を 出 力
し て ブ ザ ー ８ を 鳴 奏 さ せ る た め 、 作 業 者 は 離 れ た 場 所 に い て も 異 常 を 逸 早 く 検 知 出 来 、 そ
の 処 理 に 迅 速 に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 又 、 作 業 者 は 、 漏 水 チ ェ ッ ク 中 内 視 鏡 の 内 部 圧 力 値 を 表 示 部 ７ に よ っ て 常 時 確 認 し 得 る
た め 安 心 し て 作 業 す る こ と が 出 来 る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 内 視 鏡 の 漏 水 チ ェ ッ ク を 行 う 場 合 に 利 用 す る こ と が 出 来 る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 考 案 に 係 る 内 視 鏡 の 漏 水 検 知 検 知 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ａ 　 　 　 　 　 　 　 内 視 鏡 洗 浄 消 毒 装 置
　 ａ 　 　 　 　 　 　 　 洗 浄 槽
　 Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 内 視 鏡
　 ｂ 　 　 　 　 　 　 　 口 金
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 エ ア ポ ン プ
　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 送 気 管 路
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 調 圧 弁
　 ６ 　 　 　 　 　 　 　 圧 力 セ ン サ ー
　 ７ 　 　 　 　 　 　 　 制 御 部
　 ８ 　 　 　 　 　 　 　 ブ ザ ー
　 ９ 　 　 　 　 　 　 　 表 示 部
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解决的问题：即使在漏水检查过程中调压阀发生故障，当内窥镜的内部
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器6的异常信号的控制单元7是气泵。 该电路被配置为输出蜂鸣器8的停
止命令信号1和警报发生命令信号。 [选型图]图1
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